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は じめに

島根大学教育学部附属学校部長

小川 巌

我が国の教員養成等諸課題について検討協議する「日本教育大学協会」の本年5月の評

議員会において，「新たな教員養成の在り方Jに加えて，「新たな学校教育（制度）の在り

方」，さらに， これに関連した「附属学校園の在り方」がこれからの教育や教員養成に関

わる中心的課題として取り上げられました。附属学校園と学部，そして，附属学校園と地

域との連携が，今後ますます重要となる現状にあります。

さて，本学部は，山陰で唯一の教員養成学部に特化した平成16年度に，「一貫教育に関

する実践的教育活動」の課題を掲げその検討を始めました。平成18年度から「幼小中一貫

教育を語る会」においてその検討成果を公表し，平成20年度から「幼小中一貫教育研究発

表協議会」の開催に至りました。今年度の研究発表協議会は第 3固になります。

本学校園での一貫教育の目標は，以下のものです0

・新しい時代を切り拓き，社会に貢献しようとする子ども（（地域）人材の育成）

・豊かな感性を育み，創造的に探究し続ける子ども（豊かな学力）

－λとのかかわりを大切にし，共に伸びていく子ども（豊かな人間性）

これら，目標の達成のために，幼稚園から中学校の教員の交流，幼稚園児と小学生，小

学生と中学生との合同学習や共同活動を実践してきました。また新たな課題として，幼稚

園から中学校までの評価の在り方やその連続J性についても検討を開始しています。

今回の協議会では，特に「副題」とした「学び、をつむぐ」（年齢閣のつながりと，仲間

間でのつながり）をめざした実践の報告を行います。また，幼小中一貫教育の意義や課題

等を新たな学習指導要領の視点から，どうとらえるのかという課題に関わる講演会を設け

ました。本附属学校園は，平成25年度の完成をめざした一貫校化の過程にあります。今回

の研究協議会では，教師交流の成果や，子どもが感じる異校種のとまどい，あるいは合同

集会の成果など，これまでの実践の成果のまとめも行います。

テーマの設定や，各教科・領域における研究授業の構想、にあたり，本年5月から， 15名

の学部教員が共同研究者になり，合同職員会後の各研究部会において協働して来ました。

学部教員と附属教員の協働の成果が本紀要に表れていると思います。

また，全国にさきがけ松江市では，平成19年度より一貫教育への取り組みを開始され，

本年においては全中学校区での「小中一貫教育jの推進がなされています。今回の研究協

議会においても松江市・島根県の指導主事等の方々にご指導・ご協力いただきました。感

謝申し上げます。

本協議会での研究成果の公表が，地域連携の活性化や，地域のモデノレ校としての附属学

校閣の貢献，これらをより一層確かなものにすることを願います。

最後に，皆さまの一層のご支援とご協力を，今後ともよろしくお願い申し上げます。





りわお

平成20年4月ヲ三附属専任の附）高校園長が着任し，幼小中一貫教育体制を本附属学校圏は，

そしてヲ本

年度より第二期中期計画期間を迎え，本附属学校園ではq 学部教員の『附属学校国研究紀要』

しま Lた。共同研究者として3 より実質的な共同研究へと歩をすすめる新たな

：：本学校園の一貫教育に関わる組織運営の確立が，

。本年度で 3年自になりま本格実施しました。一貫教育を中核に据えた取組

さらに「質的充実ilこ発試みです。そ

展することを期待してのものです。

本学校園の一貫教育に闘する教育研究は，

/' 

これまでラ幼小中11年間の教育に宇貫性を土
4
日

もたせるため9 各附！高校圏共通の育てたい子どもの姿をとらえたうえでヲ「子どもの学びをと

その内容＠方法等につj斬：グF
~I lノ＼，をつなぐ」＜二年次〉と qらえるJ＜一年次＞，「子どもの学

く三年次＞に当たる本年度は「子どそしてDいての実践的追究とその進展を図ってきました。

「綿

または繭を糸経車にかけ，その磁維を引き出し， i然をかけて糸にするJ（「広辞苑』より）の

意味です。「》つむくか」にはヲ昨年度までの取組を踏まえヲ個と個の学びの「匂つながりJを「よ

り深くより広く，より関係づけながらつないでいこう」との思いが込められています。「つむ

ぐ」ために，教師はq 子どもたちの学び合いをどのように構想L，どう働きかければよいので

そこではラ子どもたち自らが学び合いながら思考＠判断＠表現等を深めていくよう

ぐ」とは，「つむくれ」をキーワードに取り組んでいます。「つもの学びをつむぐ」とし，

しょうか。

どうゆさぶっていくのかヲ教師による教授行為の質

が関われます。教育の営みは，人と人との向かい合いが原点と考えます。そして9 教師が働き

かけることによって子どもたちの主体的な学び合いが成立します。その意味ではヲ

むぐ」は弔教育の根本に立ち戻って教師の指導のありょうを本質的に問し 1直すものになると

テーマ「ヮ

どう切り込めばいいのか，にするために，

えます。

このようにヲ本研究紀要はラ一貫教育を見据えて？「子どもの学び、をつむくれ」ための教師の

働きかu－について日々の実践の 端を基に各教科・研究領域等で執筆しております さらに，

本研究発表会の開催及び本研究紀要をまとめるに当たりましてはヲ執筆いただいた共同研究者

の先生方はもとより q 県。市の教育委員会関係からの本研究発表会助言者の先生方に適切なご

。心より厚くお礼申し上げま＠ご助言をいた

こうした本F付属学校国の一貫教育の取組は

きまし

く見出され，未だ取組半ばではなおも

しまして， ムー
」の研究＠実践- gト- u, あります

正をいただきま 1申し上げます。ょうよろしく

有佐：学校園長
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